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瀬戸内市住民自治による避難所運営モデル事業 

（第 4 回 美和地区防災訓練）を開催します 

 

平素は、市行政推進に格別のご協力を賜り誠にありがとうございます。 

今年度、当市においては、大規模災害の発生を想定して、学校区等を単位とした防災対策

の推進を図るため、「瀬戸内市住民自治による避難所運営モデル事業」を実施します。 

本事業においては、美和地区まちづくり協議会を対象団体として選定し、美和小学校、民

生委員児童委員、福祉委員、消防団、社会福祉協議会など、様々な立場の方々と連携しなが

ら、子どもから大人まで幅広い世代と一緒に避難所運営について考えます。  

この度、下記日程にて第 4 回 美和地区防災訓練を実施することとなりましたのでご案内い

たします。 

 

記 

 

１ 日    時  令和 5 年 12 月 9 日（土） 午前 8 時 ～ 午後 1 時 

 

２  会  場  瀬戸内市立美和小学校 食堂・体育館（瀬戸内市長船町東須恵 1666） 

 

３ 開催内容  美和地区防災訓練 

         ①避難訓練（午前 8 時 ～ 午前 8 時 30 分） 

         ②避難所運営訓練（午前 8 時 30 分 ～ 午前 11 時） 

         ③炊き出し訓練（午前 11 時 ～ 午後 1 時） 

 

４ 講  師  日野ボランティア・ネットワーク 副代表 森本 智喜 氏 

 

５ そ の 他    ・全 4 回のモデル事業のまとめとして、美和地区住民を対象とした 

         防災訓練を実施します。 

        ・美和小学校の 5・6 年生が、総合的な学習の時間に防災をテーマに  

         調べ学習を行った内容を訓練に取り入れるなど、地域・学校・行政が 

         連携した防災訓練です。 
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令和５年度 瀬戸内市「住民自治による避難所運営モデル事業」

美和
地区防災訓練

主催：美和地区まちづくり協議会・瀬戸内市 協力：美和小学校

日 時 場 所

令和５年

１２月９日 （土）

８：００ ～ １３：００

美和小学校
体育館・食堂

○●訓練想定●○

○●連絡事項●○

・住民の皆さんは８：２０までに避難を完了してください。町内会長（防災役員）は点呼をしてください。
・車で来る場合は、美和小学校又は だがしやの大町の駐車場に停めてください。

・雨天決行。ただし、自然災害が発生した場合は中止しますのであらかじめご了承ください。

令和５年１２月９日（土）午前８時、南海トラフを震源域とするマグニチュード９.０クラスの地震が発生！

瀬戸内市内で最大震度６弱を観測しました。美和地区では、老朽化した空家等の倒壊・損壊が見られ、

全戸で下水道被害・停電が発生しています。美和小学校まで安全に避難し、避難所を立上げましょう！

避難訓練 避難所運営訓練 炊き出し訓練

８：００～８：３０ ８：３０～１１：００ １１：００～１３：００

家から美和小学校まで避難して

みましょう（車も可）。

子どもやお年寄りには、声を

かけ合って避難してください。

小学校に集まったら、自治会

ごとに点呼をします。

みんなで協力して、小学校で

避難所を立上げてみましょう。

誰もが安心して過ごせるには

どうすれば良いか考えましょう。

避難所で食事をつくる訓練です。

できあがった料理は、実際に

みんなで食べてみましょう♪

【メニュー】

・アルファ米 ・備蓄品カレー

・じゃがりこポテトサラダ ・乾燥餅

○●訓練スケジュール●○

講師：日野ボランティア・ネットワーク

副代表 森本 智喜 さん



美和小学校で避難所運営をやってみよう！

＼ これまでのとりくみについて ／

７月４日（火） 避難所運営ゲーム（HUG）

８月２日（水） 防災研修

９月９日（土） 避難所設置・運営研修

次回は、１２月９日（土） 「美和地区防災訓練」

たくさんのご参加をお待ちしています！！

美和小学校５・６年生と地域の大人が

「避難所運営ゲームHUG（ハグ）」に

取り組みました。

ゲーム形式で、次々にやってくる避難者を

教室や体育館に配置したり、避難所生活で

起きるトラブルに対応したりと、大人も

子どもも頭を悩ませていました。

地域で避難所運営を行うにあたって知って

おくべき知識や、日ごろの家庭での備え、

町内会の役割について学びました。

講師の瀧本氏は「避難所は、日ごろ地域が

抱えている実情や課題を映す鏡。地域で

情報を共有したり、家庭・地域の備えを

したり、女性の視点を取り入れたりして、

みんなで取り組んでほしい」と語りました。

避難所をみんなで点検したり、避難所で

起こる問題について話し合ったりしました。

講師の辛嶋氏は「温かい食事や快適な寝床

など、災害時でも“当たり前”の生活水準

は守られるべき。『贅沢かも』と遠慮せず、

必要なものがあれば声をあげましょう」

と語りました。


